
2022年1月18日修正

１．開催日

2021年12月10日（金）

２．アンケート実施方法

研修会終了後、Google フォームでアンケート回答（回答期限：12月17日（金））

３．回答状況 ＊参加申込機関：27館

研修会参加申込者数 アンケート回答数 回収率（％）

63 45 71.4  

４．集計結果

（１）研修会の内容は、今後の業務の参考になりましたか。

（2）もっと詳しく聞いてみたかった点があれば、ご⼊⼒ください。
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LibrariEのような期間限定型の会計上の科目

サービスの周知・利用促進のための広報活動およびその効果について

異なるプラットフォームの電子ブックの購入方針や管理などの運用方法について

電子教科書について（導入事例など）

電子書籍の機関向け提供を拡大するために何が必要か、具体的な議論ができればよかったと考えます。

電子版を発行してもらうためには大学図書館はどうすれば良いか。何か出来ることがあるのであれば、教えて

ください。

JDLSの今後について

研修会参加大学の電子書籍の状況（PFの数、タイトル数、アクセス数、反応が良かった広報事例等）

使いやすいPFはどこか

2021年12月25日

大学図書館では利用しないかもしれないですが、電子教科書についてもう少し聞いてみたかったと思います。

【SALA】第33回研修会アンケート集計結果
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(3)研修会の開催（時期・曜⽇・時間）についてご要望があれば、ご⼊⼒ください。
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紀伊國屋書店の説明のなかで、KinoDenはアプリの方が色々な機能がありブラウザよりも使いやすいという話

について、実際の画面上の実演などで具体的な感じを見てみたかった。

事例報告について、きちんとした数字等でなくとも、電子書籍を利用している学生の様子や反応等をもう少し

詳しく伺ってみたかったです。

事例報告のあった２館だけでなく、SALA加盟機関全体の電子書籍や電子図書館サービスの導入状況など統計

データも見られれば良かった。

電子書籍の授業での利用についての事例、電子書籍の利用について今後予想されること

電子書籍の利用者増加に繋がる図書館のアクションの具体例

電子書籍の利用促進のための広報について

電子書籍を使った展示の事例

文教大学様より学生への電子書籍の広報についてお話がありましたが、効果の検証はまだとのことでしたの

で、検証結果が出ましたら伺いたいと思いました。

当館は、歯学部単科のなので、医歯薬系分野の電子書籍の話が聞いてみたかったです。

時間があれば、KinoDenの授業目的公衆送信への対応や電子書籍の利用促進に対するSALA加盟館の取り組み

（アイデア）をもっと聞きたかった

他大学では、どの程度、電子書籍を導入しているのか。

他大学の先行事例

大学以外のライブラリエの読書傾向について

電子資料の広報について

電子書籍と予算の関係について

今回の時期で問題ありません。

今回の日時で問題ありません

今回実施の時期で特に問題ありません。

今年度くらいがちょうど良いと思います。

時期：12月より11月を希望。図書館総合展がonline（1か月開催）の場合は12月でOK。

曜日：水曜日以外を希望。

時間：希望無し

時期・曜⽇・時間ともに問題ないと思います。

部分的参加だったため、聞き逃したところがありました

今のところございません。（本館はまだ電子書籍を受け入れていないので、教員がリモートで参考にする際の

著作権や経理上のこと。規程も含めて気になっています。）

11月下旬から12月上旬で良いと思います。

オンラインでの開催は参加しやすく、大変ありがたく思います。

ちょうど良いと思います

金曜日は学内での会議などが多いため、できれば他の曜日を希望します。

週末の午後が、ありがたいです。

妥当だと思います

適当な時期だったと思います。
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(4)その他、今回の研修会について、お気づきの点があれば、ご入力ください。　
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本学のようにスタッフが少人数のところでは、学生の休業期間中に開催していただけたらありがたいです。

本学も含め何故か今月は研修が多かったので、早めの時期にしていただけるとよかったかもしれません。

KinoDenとLibrariEを、なぜ同じプラットフォームにできないのかが、今回の研修でわかった。せめてログイ

ン方法が同じであれば、学生に案内しやすいと思う。

zoomでの研修会ということで、普段はなかなか参加できませんが、気軽に参加できてよかったです。ありが

とうございました。

いろいろ大変お疲れ様でした。

オンラインでの研修会、参加しやすく、とても有意義でした。ありがとうございました。

特にありません。

特になし

特に要望はございません。

研修会のご担当者さま、いろいろありがとうございました。

onlineは移動時間がないため気軽に参加できるのがいいと思います。

しかし、大勢での交流タイム（質問）は難しいですね。

紀伊國屋さんのお話は商品説明の時間が多かったことが残念です。LibrariEやKinoDenのユニークな使い方や

導大学の（もっとたくさんの）事例を紹介していただきたかったです。

研修会の申込み期間は、オンラインであれば前日までにしても良いかもしれません。

事例報告では、持ち時間を守って欲しかった。

駿河台大学、文教大学様には本当にお世話になっております。いつもありがとうございます。

進行担当の内田様、お疲れ様でした。スムーズな進行でよかったと存じます。参加人数も多くSALAの活動が

活発であることを再認識しました。

多くの参加者があったことはオンラインならではであったと思います

オンラインで実施するのは例年とは異なる準備もあってたいへんだったかと思いますが、参加者が多かったよ

うに感じました。

オンライン研修もトラブルなくできて良かったと思います。

コロナ禍ならではのテーマで導入事例のご説明など、興味深くお聴きしました。紀伊國屋書店様には、コンテ

ンツの拡大や購読モデルの工夫について教育現場の声を出版社に届けていただき、学生のライフスタイルに

沿った利用しやすい環境を整備していけたらと思います。

昨年に引き続きオンラインでの開催となりましたが、通信状態もよく資料も見やすく良かったと思います。意

見交換の時間が取れないなど残念な点があるため、体面での開催が早くできる事を願います。

開催にあたり、各ご担当の皆様には準備から実施までありがとうございました。大変有意義で、参考になる研

修会となりました。また、多くの大学図書館で同じ問題に悩まれて、創意工夫されていることがわかり、自身

もいろいろと取り組んでみようと思えました。ありがとうございます。

関心のあるテーマでしたので、たいへん参考になりました。ありがとうございました。

業務の都合上、途中で退席させていただきました。申し訳ございません。大変興味のある内容だったためとて

も残念に感じております。期間限定でも構いませんが、動画配信していただければ、ぜひ拝見したいと思いま

した。

適度なボリュームと内容で良かったと思います。

電子書籍について知りたいと思っていましたので大変参考になりました。紀伊國屋書店の荒川様、事例発表い

ただいた2館の担当者様いずれもわかりやすくご説明いただき、大変感謝しております。また、幹事館の皆様

のおかげで有意義な研修を受けることができました。ありがとうございました。
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（5）今後の研修会について、テーマや実施⽅法などにご要望があれば、ご⼊⼒ください。
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特になし

非常に参考になるお話を伺えました、ありがとうございました。

図書館ピアサポートの現在　→図書館の学生（大学院生）サポーターの事例紹介など

ウイズコロナにおける、図書館サービスの展開（来館型・非来館型サービス）

図書館の湿度管理について（湿度が低い時の対処）

除籍について（基準、処分方法等）

zoomでの開催が継続するようであれば、参加し易くて助かります。

Zoomミーティングも気軽に参加できるので、「あり！」だと思いました。

ただ、コロナが終息した暁には、以前のように、皆さんと直接触れ合えたり、図書館見学ができれば、うれし

いです。

電子書籍の広報の仕方など参考になりました。ありがとうございました。

当館では電子書籍の利用推進ができていないため、他館様の事例報告が非常に参考になりました。

当方、カメラが無い環境なので、記念写真の際に、慌てて「退出」しました。

その後、再度「Zoomミーティングに参加」を試みましたが、ダメでした。

記念写真の後に、何か連絡事項はありましたでしょうか？

特にありません

コロナ後も、オンライン研修はありだと思います。

テーマが電子書籍だったことはタイムリーだったと感じました。より活用できる資料として位置付けられるた

めには、需要を高めること、ビジネスモデルを発展させるのがことの両面が必要に感じました。今後、さらに

掘り下げる機会が持てたらと思います。

パンデミックが収束した後も、Zoom等を利用したオンライン研修会を継続してほしいと思います。

リベラルアーツ教育への図書館の対応、これからの蔵書構成のあり方、授業との連携

リモートでの開催は参加しやすいと思いました。

各図書館の広報、利用を促すための工夫等

ZOOM方式は続けてもらいたい。

オンラインですと距離を気にせず、日時も調整しやすいので参加のハードルが下がると思います。以後もこの

形式か対面とのハイブリッドだとうれしいです。また、オーディオブックは通勤時などの「ながら読書」や視

覚障碍者へのアクセシビリティの面からも大いに促進すべき分野だと思うので、電子書籍サービスと絡めて掘

り下げてもいいテーマだと思いました。

オンライン開催なので参加しやすかったです。

オンライン授業と大学図書館

コロナが収束してきたら対面での開催も再開し、オンラインも含めたハイブリッド型でやってもらえると良い

のではないか？

コロナにかかわらず外へでかけにくい勤務状況であるため、今回のようなオンライン開催は、大変助かりまし

た。今後も、対面実施であっても、同時ネット配信などもご検討いただければと思います。

埼玉県は、広いので移動がたいへんな事から、対面と非対面のハイブリッドで実施していただけると、参加が

しやすい。

図書館の開館時間や開館日について、各大学の利用状況や実施状況がわかるデータをご紹介いただけると幸い

です。（学生アルバイトを雇っているか、なども。）

多くの方が参加できるため、コロナ終息後もオンライン研修を継続してもよいと思います。
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(6)アンケート記⼊者の年齢について、お伺いいたします。　

特になし

日頃の仕事上、ZOOMは、ありがたいと思います。

部分的参加だったため、後日youtube等にて動画公開を希望いたします

(7)アンケート記⼊者の図書館勤務年数について、お伺いいたします。1 つだけマークしてください。

6名

20

18
1名

20代：1名（2％）、30代：6名（13.3％）、40代：18名（40％）、50代：20名

5年未満：9名（20％）、5～10年：11名（24.4％）、10年以上：25名（55.6％）


